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パークミュージアム全体の整備方針
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階段

デッキスロープ

谷の回廊：湧き水と憩いのゾーン
「緑／水と人の距離を近づける仕掛けづくり、
緑の中にある居心地の良いくつろぎの空間づくり」

・地域にとって大切な自然資源を守る場所を残しつつ、人が自然と触れ
合えるような空間の整備

・既存のあずまやをもっと居心地良く、くつろぎやすい滞留ポイントと
して改修

・小田急線から公園の楽しさが見える遊具広場の整備やサイン看板の設置
・まちからのアクセス向上のためのデッキスロープ整備

音楽や演劇など
表現の場となるステージ
「シアターステージ」

新たなくつろげる空間
「タニステージ」

大池の風景を望む
「オオイケステージ」

森の中に佇む
安らぎの空間

「モリステージ」

水の流れを聴きながら寛ぐ
「スイケイステージ」

電車の走る風景を楽しむ
「カンバンステージ」

(遊具広場)

地形を生かした森の劇場
「ゲキジョウステージ」

子ども達に人気の彫刻噴水と
木陰の見守り空間

「フンスイ&コカゲステージ」

桜の下でお茶をしたり
おしゃべりしたり…

「エンガワステージ」 デ
ッ
キ
ス
ロ
ー
プ

水の流れに寄り添う
安らぎの空間

「セセラギステージ」

美術館前は創作が楽しめる
屋外の工房へ

「アトリエステージ」

足を伸ばして
のんびりできる芝生の広場
「シバフステージ」

美術館入口では
緑がお出迎え

「ガーデンステージ」

鑑賞だけではない
新たな美術体験の場へ

「タイケンステージ」

せりがや冒険遊び場

芝生広場

駐車場駐車場予定地

駐車場

大型すべり台

芹ヶ谷公園グラウンド

多目的広場

エントランス
エントランス

エントランス

エントランス

エントランス

彫刻噴水

もみじ園

大池

カキツバタ園
じゃぶじゃぶ池

遊具広場

都市計画道路
3・4・11号

至　原町田大通り

町田市立
町田第二小学校

至　町田

デッキ
スロー

プ

至　新宿

国際版画美術館
(仮称)国際工芸美術館

見通しの良い主要動線 段差の無いバリアフリー動線
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見通しの

ステージ」
広場)

線 段差の無

第一期整備エリア 第二期整備エリア

第１期整備区域
(整備済み)

「谷のロビー」と「谷の回廊」を中心に、
公園全体をパークミュージアムの
活動フィールドとして一体的に活用します。

彫刻噴水へ繋がる
象徴的な階段広場

「ダンダンステージ」

谷のロビー：活動の中心ゾーン

「アクティビティやくつろぎ、一体感のある広場・空間の創出」

・美術館と連続した様々な文化活動ができる賑わいの場の空間整備
・水路のある広場から多目的広場へ一体の空間として繋げていくステー
ジの設置
・（仮称）国際工芸美術館やデッキスロープからの眺めを意識したもみ
じ園の改修
・原町田大通り・文学館通りからのアクセス向上ためのバリアフリーに
対応したデッキスロープの整備

芹ヶ谷公園のゾーニング



ステージとはパークミュージアムにおける文化芸術と自然の体験型プログラムの拠点となる場所です。
公園内の様々な場所にそれぞれの空間にあわせた特徴や機能を持ったステージを配置します。ステージを拠点
にあらゆる活動が展開されることで公園に訪れた人々は町田の多様な文化芸術や公園の豊かな自然を体験する
ことができます。また、ステージで展開される活動は多岐にわたり、アーティストなどによる創造的な文化芸
術活動はもちろん、遊びや憩い、スポーツや交流などもパークミュージアムにおける大切な文化的活動です。

ステージについて

ステージ

►ステージとは？

様々な活動

例えば：音楽

例えば：アート

例えば：遊び

場所や機能、活用方法などに応じて
様々なかたちのステージがうまれていきます

舞台のように使える
デッキだったり...

小屋や建物だったり... アート作品
そのものだったり... 動くものだったり...

憩いのスペースだったり...

様々な文化芸術と自然の体験型の活動が展開されます

様々なかたち

例えば：自然体験

例えば：ストリート
カルチャー

►ステージの活用イメージ（2020年11月14,15日 Future Park Lab 2020公園活用実証実験より）
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[例えば]
特別なくるまに自由に
お絵かきする

民間事業者の地域貢献プログラムに
より、自由のお絵かきできるクルマ
を設置。真っ白なボディを大きなキ
ャンパスにしていつもとは違う特別
なお絵かき体験の場になりました。

[例えば]
公園の多様なシーンで
音楽ライブをする

芹ヶ谷公園の色々な舞台にして町田
ゆかりのアーティストによる青空コ
ンサートを開催。
その一つ、噴水彫刻の前では、豊か
な楽器の音色に、噴水の水しぶきの
音ときらめきが更なる演出を加えて
いました。

×

[例えば]
広場での青空図書館や
お話会を開催する

いつもの広場が図書館やお話会のス
テージに。
親子で紙芝居を楽しむ姿も。公園で
お気に入りの本に出合える場になり
ました。

[例えば]
芹ヶ谷の豊かな自然の中に
アート展示をする

秋深まる公園の自然の豊かな色彩の
中で、クラフト工房LaMano（福祉作
業の一環として、障がいのある方の
表現やアート活動を行う）と、博物
館の作品の紹介展示を楽しんで頂き
ました。

×

×

×

×

×



至　新宿

至　町田
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谷のロビー：活動の中心ゾーン
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公園空間のあり方について

谷と水と人をつなぐ空間を創出します。
芹ヶ谷公園の最大の特徴でもある「谷地形」。この環境がもたらす自然とともに人々の活動が生まれる場の創出を公園整備で

は目指していきます。

谷ならではの湧き水や、子ども達に大人気の彫刻噴水など芹が谷公園には、水を活用した既存の水施設がいくつも存在します。

それらを生かし、水の流れに沿うように谷のロビーや谷の回廊を整備することで、水の流れを辿ると園内を一周できるよう

な空間となり園内全体を楽しんでいただけます。またそれは、谷という自然環境を感じてもらえるような計画でもあります。

そして、水に寄り添うロビー／回廊にステージが付随することによって、ここの環境でしか体験できない多様な人々の活動

が生まれます。

ステージ

水の流れ

1 2 3芹ヶ谷を繋ぐ水

DIAGRAM

水沿いに谷のロビー／回廊を整備 ロビー／回廊に沿ってステージを配置

駐車場

多目的広場

エントランス

エントランス

エントランス

エントランス

彫刻噴水

もみじ園

大池

カキツバタ園

都市計画道路
3・4・11号

町田市立
町田第二小学校

国際版画美術館
(仮称)国際工芸美術館

滑り台
階段

デッキスロープ
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緑の考え方について

芹ヶ谷が持つ豊かな自然を守り
未来につなぎます。
4つの整備方針
1. 植生の多様化に向けて緑の更新を行います
健全な樹林の環境をつくるために若い樹木の成長を促進させ、遷移の進む里山の樹林環境を更新していきます。

2. 湧水を保護しながらも、触れ合える場とします
敷地に流れる湧水は蛍が生息するなどこの公園を特徴づける大切な資源です。大切に保護するとともに、身近にふれあえ
る場所も確保します。

3. 安心感のある明るい環境づくりを行います
誰もが安心して様々な活動ができる空間をつくるため、緑を大切にしつつ、明るく開けた整備を行います。

4. 自然に親しみ魅力を伝えるための工夫を行います
芹ヶ谷公園に生息する動物や植物のなかには、希少種とされているものも存在します。これらを大切に保護しながら、
多様性のある風景づくりを行うと共に、その魅力を発信できる工夫もしていきます。

第二期整備における緑の整備については上記を全体方針として掲げながら、

３つのエリアに分けて整備・管理方針を設定します 。

谷の自然環境を大切にするエリア

まとまりのある樹林地となっているエリアは、芹ヶ谷公園が本来持つ自然

環境を保全するエリアとします。良好な自然環境維持のために、樹木の剪

定・伐採も含め、適切な管理を行なっていきます。

人の居場所を大切にするエリア

谷底は人々の活動を支える場として、見通しの確保や居場所の整備のため

に、中低木を中心に樹木の伐採を行います。加えて、人々に緑陰や季節ご

と違った風景を提供できるような植栽を行います。

人と緑の関わりをつくるエリア

斜面地と谷底の境界部や街との接点である園路周りは、谷の自然を楽しみな

がらも、来園者が安全安心に回遊できる動線となるように、地面に光が差し

込むように高木を剪定したり、視線を遮る中低木の伐採を一部行います。

緑の整備ゾーニング



至　町田

至　新宿
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都市計画道路
3・4・11号

エントランス エントランス

エントランス

エントランス

エントランス
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動線の考え方について

公園の入り口と園内の施設同士をつなぐ、
豊かな緑とアート&カルチャーを楽しみながら、
だれもが利用しやすい回遊動線を生み出します。
5 ヶ所のエントランスを結ぶバリアフリー動線を設けることで、公園全体の回遊性を高めます。また、駅前からの主動線

となるエントランスには、新たにバリアフリー対応のデッキスロープを設けることで、まちとのつながりを強化します。

N

バリアフリー動線

歩行者動線

新設デッキスロープ

このデッキスロープを設置すること
で、もみじ園への視点場を作り出し
ます。また、新しく計画される工芸
館へのバリアフリー動線となります。

1 期デッキスロープ
第一期整備エリアと谷のロビーは、
バリアフリー動線であるデッキスロ
ープでつながっています。

このデッキスロープを設置すること
で、このエリアのバリアフリー動線
を生み出すと共に、カンバンステー
ジ ( 遊具広場 ) への視点場を生み出
します。

滑り台

駐車場予定地

階段

デッキスロープ



国際版画美術館
MUSEUM OF GRAPHIC ARTS

国際工芸美術館
MUSEUM OF CRAFTS

せりがや会館口
SERIGAYA KAIKAN ENT.

文学館口
BUNGAKUKAN ENT.

冒険遊び場
ADVENTURE PLAY GROUND

テキストテキストテキストテキスト
テキストテキストテキストテキスト
テキストテキストテキスト
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注意
・テキストテキストテキストテキスト
・テキストテキストテキストテキスト
・テキストテキストテキストテキスト

NOTE
・texttexttexttexttexttexttext
・texttexttexttexttexttexttext
・texttexttexttexttexttexttext

町田市芹ヶ谷公園
MACHIDA CITY SERIGAYA PARK

町田市立国際版画美術館
MACHIDA CITY MUSEUM OF GRAPHIC ARTS

町田市立国際工芸美術館
MACHIDA CITY MUSEUM OF CRAFTS

この先車両の
通行できません
NO VEHICLE TRAFFIC
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美術館 公園情報 誘導系 学習系
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動線の考え方について

芹ヶ谷公園内に設置するサインは「芹ヶ谷インデックス」をコンセプトに、施設案内や誘導など来園者が公園を利

用する上でのサポート機能や、公園内で行われる様々なイベントやプログラムを紹介する情報提供機能、さらには

芹ヶ谷公園の様々な動植物を紹介する図鑑機能を備えたサインを統一されたデザインで公園内全体に展開し、芹ヶ

谷公園で行われる様々な人々の活動を支えます。

芹ヶ谷公園の全てを案内する
「芹ヶ谷インデックス」

園内の特性に合わせた光による
空間づくり
谷のロビー、谷の回廊それぞれのエリアごとのコンセプトを踏まえ、落ち着いた雰囲気のある夜間景観の醸成を

行います。また、ステージ等にも照明を配置し夜間イベントにも対応することによって、園内の魅力的な空間演

出を行います。

谷のロビーのベース照明となる、

ポール照明

サインのデザインを統一し、種類を制限することでよりわかりやすいサイン計画を行います。

それぞれのサインにはインデックスタグが取り付けられ、
情報をわかりやすく分類し、利用者を必要な情報に誘導します。

エントランスなど、人々の目につきやすいところには、

情報をしっかりと掲示して訪れた人々にパークミュー

ジアム全体を楽しんでもらえるような計画とします。

谷の回廊を灯すガーデンライト。回廊は全体

的に夜間照度を押さえて、足元のあかりは保

ちつつ自然環境に配慮した計画とします。

各ステージに設置されるスポットライト照明。

必要な時だけ点灯できるようになります。

掲示内容の例：公園情報（園内の
イベントや季節の見どころなど）
、美術館情報（展示会やイベント
のお知らせなど）

▶サインの考え方について ▶照明の考え方について




